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下
水
道
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
附
随
す
る
」
を
「
付
随
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

流
域
下
水
道

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
下
水
道
を
い
う
。

イ

専
ら
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
下
水
道
に
よ
り
排
除
さ
れ
る
下
水
を
受
け
て
、
こ
れ
を
排
除
し
、
及
び
処
理
す
る

た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
下
水
道
で
、
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
下
水
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
り

、
か
つ
、
終
末
処
理
場
を
有
す
る
も
の

ロ

公
共
下
水
道
（
終
末
処
理
場
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
排
除
さ
れ
る
雨
水
の
み
を
受
け
て
、
こ
れ
を
河
川

そ
の
他
の
公
共
の
水
域
又
は
海
域
に
放
流
す
る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
下
水
道
で
、
二
以
上
の
市
町
村
の

区
域
に
お
け
る
雨
水
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
雨
水
の
流
量
を
調
節
す
る
た
め
の
施
設
を
有
す
る
も
の

第
二
条
の
二
第
二
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

前
項
の
公
共
の
水
域
又
は
海
域
で
そ
の
水
質
を
保
全
す
る
た
め
当
該
水
域
又
は
海
域
に
排
出
さ
れ
る
下
水
の
窒
素
含
有

量
又
は
燐
含
有
量
を
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
る

り
ん
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流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
の
区
域
に
係
る
下
水
道
の
終
末
処
理
場
か
ら
放
流
さ
れ
る
下
水
の

窒
素
含
有
量
又
は
燐
含
有
量
に
つ
い
て
の
当
該
終
末
処
理
場
ご
と
の
削
減
目
標
量
（
以
下
単
に
「
削
減
目
標
量
」
と
い
う

り
ん

。
）
及
び
削
減
方
法
に
関
す
る
事
項

第
二
条
の
二
第
三
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
二
項

ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
に
お
い
て
削
減
目
標
量
が
定
め
ら
れ
た
終
末
処
理
場
（
以
下
「
特
定
終
末
処
理
場
」
と
い

う
。
）
で
放
流
す
る
下
水
の
窒
素
含
有
量
又
は
燐
含
有
量
に
係
る
水
質
を
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

り
ん

る
構
造
の
も
の
（
以
下
「
高
度
処
理
終
末
処
理
場
」
と
い
う
。
）
を
管
理
す
る
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該
高
度
処
理
終
末
処

理
場
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
削
減
目
標
量
を
超
え
る
量
の
窒
素
含
有
量
又
は
燐
含
有
量
を
削
減
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
削
減

り
ん

目
標
量
を
超
え
て
削
減
す
る
窒
素
含
有
量
又
は
燐
含
有
量
の
う
ち
一
定
量
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
他
の
地
方
公
共
団
体
の
た

り
ん

め
、
当
該
他
の
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
特
定
終
末
処
理
場
（
当
該
高
度
処
理
終
末
処
理
場
に
係
る
下
水
道
と
同
じ
第
二

項
第
二
号
の
区
域
に
係
る
下
水
道
の
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
削
減
目
標
量
の
一
部
に
相
当
す
る
も
の
と
し

て
削
減
す
る
も
の
で
あ
る
旨
を
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
他
の
地
方
公
共
団
体
の
同
意
を
得
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
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ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
対
し
、
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
受
け
た
都
道
府
県
は
、
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
、
当
該
申
出
に
係
る
窒
素
含
有
量

又
は
燐
含
有
量
の
削
減
方
法
、
当
該
高
度
処
理
終
末
処
理
場
の
設
置
、
改
築
、
修
繕
、
維
持
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用

り
ん

の
予
定
額
及
び
当
該
他
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
二
条
の
十
一
」
を
「
第
十
二
条
の
十
二
」
に
、
「
第
十
二
条
の
十
第
一
項
」
を
「
第
十
二

条
の
九
、
第
十
二
条
の
十
一
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
二
条
の
十
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
の
十
一
第
二
項

」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
一
を
第
十
二
条
の
十
二
と
す
る
。

第
十
二
条
の
十
第
一
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
二
条
の
十
一
と
す
る
。

第
十
二
条
の
九
中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
の
八
第
三
項
」
に
改
め
、
「
流
域
下
水
道
」
の
下
に
「
（
第
二
条
第
四

号
ロ
に
該
当
す
る
流
域
下
水
道
（
以
下
「
雨
水
流
域
下
水
道
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

流
域
関
連
公
共
下
水
道
の
管
理
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
当
該
届
出
に
係
る
事
項
を
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、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
当
該
命
令
の
内
容
を
、
速
や
か
に
、
当
該
流
域
関
連
公
共
下
水
道
に
係

る
流
域
下
水
道
の
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
の
九
を
第
十
二
条
の
十
と
し
、
第
十
二
条
の
八
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
故
時
の
措
置
）

第
十
二
条
の
九

特
定
事
業
場
か
ら
下
水
を
排
除
し
て
公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
者
は
、
人
の
健
康
に
係
る
被
害
又
は
生
活
環

境
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
質
又
は
油
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
下
水
が
当
該
特
定
事
業
場
か
ら

排
出
さ
れ
、
公
共
下
水
道
に
流
入
す
る
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
直
ち
に
、
引
き
続
く
当

該
下
水
の
排
出
を
防
止
す
る
た
め
の
応
急
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
、
そ
の
事
故
の
状
況
及
び
講
じ
た
措
置

の
概
要
を
公
共
下
水
道
管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

公
共
下
水
道
管
理
者
は
、
特
定
事
業
場
か
ら
下
水
を
排
除
し
て
公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
者
が
前
項
の
応
急
の
措
置
を
講

じ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
同
項
の
応
急
の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
の
三
第
二
項
中
「
き
か
な
け
れ
ば
」
を
「
聴
か
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
認
可
」
の
下
に
「
（

雨
水
流
域
下
水
道
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
き
か
な
け
れ
ば
」
を
「
聴
か
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。
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第
二
十
五
条
の
四
第
一
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
終
末
処
理
場
の
」
を
「
終
末
処
理
場
を
設
け
る
場
合

に
は
、
そ
の
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
予
定
処
理
区
域
」
の
下
に
「
（
雨
水
流
域
下
水
道
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
予

定
排
水
区
域
。
次
条
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
の
五
第
三
号
中
「
終
末
処
理
場
」
の
下
に
「
（
雨
水
流
域
下
水
道
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
排
水
施
設
に
限

る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
の
八
第
二
項
中
「
第
十
二
条
の
十
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
の
十
一
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
十
中
「
第
十
二
条
の
八
」
を
「
第
十
二
条
の
九
」
に
、
「
第
十
二
条
の
十
」
を
「
第
十
二
条
の
十
一
」
に
改

め
、
「
、
流
域
下
水
道
」
の
下
に
「
（
雨
水
流
域
下
水
道
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
「
公
共
下
水
道
」
を
「
「
当
該
公
共
下

水
道
」
に
、
「
「
流
域
下
水
道
」
を
「
「
当
該
流
域
下
水
道
（
雨
水
流
域
下
水
道
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
三
条
及
び
第
二
十

五
条
の
規
定
は
、
雨
水
流
域
下
水
道
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
窒
素
含
有
量
又
は
燐
含
有
量
の
削
減
に
係
る
負
担
金
）

り
ん

第
三
十
一
条
の
三

第
二
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
係
る
高
度
処

理
終
末
処
理
場
を
管
理
す
る
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
に
記
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
高
度
処
理
終
末
処
理
場
の
設
置
、
改
築
、
修
繕
、
維
持
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
他
の
地
方
公
共
団
体
に

負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
七
条
の
二
中
「
第
二
十
五
条
の
十
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
一
条
の
三
第
一
項
」
の
下
に
「
及

び
第
十
二
条
の
九
第
一
項
（
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「

附
し
た
」
を
「
付
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
二
中
「
流
域
下
水
道
を
適
正
に
」
を
「
流
域
下
水
道
（
雨
水
流
域
下
水
道
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
適
正
に
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
二
十
万
円
」
を
「
五
十
万
円
」
に
改
め

る
。
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第
四
十
六
条
中
「
第
二
十
五
条
の
十
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
」
に
、
「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
五
項
（
第
二
十
五
条
の
十
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
、
「
三
十
万
円
」
を
「
五
十
万

円
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
五
項
（
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
十
二
条
の
九
第
二
項
（
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違

反
し
た
者

第
四
十
六
条
の
二
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
中
「
三
十
万
円
」
を
「
五
十
万
円
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
の
二
中
「
第
二
十
五
条
の
十
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
二
十
五
条
の
十
」
を
「
第
二
十

五
条
の
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
二
条
の
十
一
（
第
二
十
五
条
の
十
」
を
「
第
十
二
条
の
十
二
（
第
二
十
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五
条
の
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
二
十
五
条
の
十
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
中
「
第
二
十
五
条
の
十
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
」
に
、
「
五
万
円
」
を
「
十
万
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
下
水
道
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
法
第
二
条
の
二
第
二
項
第
五
号
の
公
共
の
水
域
又
は
海
域
ご
と
に
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画

が
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
下
水
道
法
第
二
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
公
共
の
水
域
又
は
海
域
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
を
新
法

第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
と
み
な
す
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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(
検
討)

第
四
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
新
法
第
十
二
条
の
九
の
規
定
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
百
八
十
六
条
第
二
項
第
二
号
ロ
及
び
附
則
第
十
五
条
第
五
項
第
八
号
中
「
第
十
二
条
の
十
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条

の
十
一
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
公
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

公
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
流
域
下
水
道
」
の
下
に
「
（
同
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。
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理

由

都
市
に
お
け
る
浸
水
に
よ
る
被
害
を
防
止
し
又
は
軽
減
す
る
た
め
、
雨
水
流
域
下
水
道
の
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
公

共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
等
を
図
る
た
め
、
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
に
お
い
て
定
め
る
べ
き
事
項
と
し
て
終
末
処
理
場

か
ら
放
流
さ
れ
る
下
水
の
窒
素
含
有
量
又
は
燐
含
有
量
に
つ
い
て
の
削
減
目
標
量
等
に
関
す
る
事
項
を
追
加
し
、
人
の
健
康
に

り
ん

係
る
被
害
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
一
定
の
物
質
又
は
油
が
下
水
道
に
流
入
す
る
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
お
け
る
応
急
の
措
置
を
義
務
付
け
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由

で
あ
る
。


